
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．ミナトデハタラク ～海と日本 PROJECT～ 

 

２．ＮＰＯ法人 今治シビックプライドセンター 

 

３．実施行事概要 

今治は港から発展した町で港と商店街、中心市街地は密接な関係にあります。 

平成２７年７月にみなと交流センター（愛称：はーばりー）がオープンし、港を訪れる市民は多くなっております。 

今治シビックプライドセンターは平成１９年の「みなと再生委員会」にて発足した団体で、今治市のみなと再生事業と 

協働し活動を続けてきました。平成２７年のはーばりーオープンからは、“みなとを起点とした賑わいづくり”として 

はーばりーマーケットを定期的に開催してきました。 

平成２９年度からは、子どもさんらにみなとの思い出を創ることを目的とし【体験】をメインとしたみなとの賑わい 

づくりを展開しております。 

今回の事業は、みなとにある財産（さまざまな事業者）と子どもさんらの体験を掛け合わすことで、子どもさんらに 

は仕事を知って楽しんでもらう。事業者は後継者、人材確保。当団体はみなとの賑わいづくりの仲間づくり。 

といった三方よしの事業を考えております。分かりやすくいうとキッザニアの港・海バージョンです。 

 

４．実施日時 

平成３０年７月２９日（日） ９：００～１６：００ 台風の為中止 

平成３０年９月２日（日） ９：００～１６：００ 規模を縮小して実施 

 

５．場所 

   みなと交流センター「はーばりー」周辺 

 

６．参加人数   

   ７月２９日（日）参加応募者 子ども１８１名 保護者 １８８名 

   ９月２日（日） 参加者 子ども４２名 保護者 ３１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．今回の内容で注意した点 

   ①単に業務内容を子どもたちに体験させるにとどまらず、 

   「発注・受注・受益者をしっかりと認識させた上で体験してもらうことを考えました。 

その上で開始前に任命書を渡すこととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ②単発イベントにとどまらず今治市内の体験イベントと連携 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンプを五つ集めたら、３月開催の 

スウィーツイベントに招待する形をとりました。 

 

 

 

８．記録写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       漁に出発 

に                                      今治漁協協同組合さんの協力のもと実際に漁に 

出ました。約 2時間の行程での底引き網漁を体験 

魚が挙がったことへの歓喜もさることながら、ゴミ 

の多さにも子どもたちはびっくりしていました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

木で船を作ってみる 

                                       キットではない、オリジナルのの船をまず思い浮かべる 

                                       ことからスタート。子どもたちの創造性を高めるには 

                                       木を使ったふねづくりが最適。 

 

 

 

 

 

                                     

 

世界の海で船を動かす仕事 

                         学校では教えてくれない船と社会の繋がりや仕組み 

をワークショップ形式で紹介。 

新しい海運に関する授業が始まった予感。 

 

 

 

 

 

 

 

ビーチグラスアクセサリーづくり 

                                      ビーチグラスアクセサリーづくり 

ビーチグラスをつかったオリジナルアクセサリーを作成 

                                      次回は実際に浜にでかけ、自分でとったビーチグラスで 

                                      アクセサリーにするコンテンツがイメージできました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

                                                    新聞記者になってみよう 

                                                    愛媛新聞さんの協力により、「伝える」と 

いう仕事を体験。子どもたちは初めての 

ことにとまどいつつも取材を堂々としてい 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 瓶に海を閉じ込める 

                                      貝殻や海藻をモチーフとしてハーバリウムを実施 

                                      女の子はすごく喜んで実施していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声 

 

木で船を作るでは、初めて鋸や釘を使って楽しかったようです 

漁に出発では、網で沢山の魚が取れた感動もありましたが、それ以上に多くのゴミが網にかかっていたことに驚いたよう

です。親子で環境汚染について考えさせられました 

また機会がありましたら、ぜひ参加させていただけたらと思います 

本当にお世話になりました 

 

とても楽しいイベントで 1日満喫させて頂きました。 

子供は生まれて初めての職業体験でした。 

午前中の漁体験 

漁船に乗れたこと、採れた魚の事、をとても熱心に話してくれました。自分達が食べている魚がどうやって採れているか、

どれだけの人が頑張っているかを自身の目で見ることが出来たこととても貴重な体験でした、 

また、いただいて帰った魚を調理して食べず嫌いのイカを食べることが出来ました。 

船を作ろうでは、指導してくださったボランティアの方が「船の形は子供がしたいように子供がやる。俺らは子供のこうし

たい。を形にするサポート。」とおっしゃってたのにとても感動しました。 

学校では、「このぐらいの大きさのものをこれだけの材料でやりなさい」というけど、「ここにあるもので船を作りましょう」と

いう、同じ«ものを作る »でも、学校や家庭ではなかなかできない経験をさせて頂いてるんだな。と大変有難かったです。

作った船は、家に帰るなり「僕の船！」と、自慢してました。 

本人いわく、海上保安庁のお仕事を体験してみたいと話してました。 

来年も開催して頂けるのであれば、違うお仕事体験をさせて頂きたいので絶対参加します！ 

最初は生憎の台風でしたがリベンジをして下さってありがとうございました。 

企画してくださった方、段取りしてくださった方、ボランティアで指導してくださった方、お手伝いの学生さん、子供たちの為

に本当に感謝しかありません。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 



漁体験に行った時に色々と教えてもらったようで、私にも教えてくれました。 

木で船を作ったのも、おもしろかった。と言っております。宝物にするらしいです😁 

漁体験で集合してたのを気がつかず、関係者の皆さまにご迷惑をお掛けして申し訳ありませんでした。 

１日中、親子で楽しめました。ありがとうございます。 

 

朝、漁体験をさせていただき、近くで見る深い海、そこで取れた沢山の魚、中には鮫も混じっていたみたいで、とても喜ん

でいました。 

採れた中から、イカを分配していただき、一緒に調理して、普段だったら、好んで食べないイカですが、自分が漁にでて、

自分が調理した 喜びでお箸が進みました。はやくも将来は漁師になりたい。新鮮なお魚を家族に食べさせてあげたい。

と伝えてくれました。 

将来的に、沢山の職業の中から、自分のやりたい仕事を探していくことになると思うので、このようなお仕事イベントに参

加し、将来の選択肢を増やしていけたらと思います。リベンジ企画、ありがとうございました。 

 

日常の生活では体験できない漁師さんの日常を体験できたし、魚🐟に対しても、普段食べている食材、食事に関心を持

つようになりました。 あのあと、早速 釣竿を買わされました  笑笑 

あぶないからと結局は何もかも遠ざけていた自分を反省するのと、同時に 今は子供が私達を動かしてきています。 

早速ですが、釣りの本を購読するところから始めます。 

木工体験も、建築の仕事にはついてますが、一緒に何かを作ったりの経験はなく、時間はかかりましたが、作ることがで

きると本人には自信がついたようです。母も、木工体験で、椅子を作りたいです^ ^ 

新しくなってから 駐車場や事情がわからなくて、一方通行だったりいろいろくるまの往来が複雑なのかもしれないといく

ことがなかったのですが、また是非参加したいです！ 

 

その後の写真                      


